
防 一虫 科 学

6) 加糖mI犬 :机物及鋤物 17,･1367,1529(1939).

7) 松村松tT::日本'LLr山m,裟判a'iJi乱 354(1899)･

8).佐 木々.･JI次'L:a:日木出作物芋虫払 拭光弘ui弘

356,372(1899).

R占Sum昌一

IThe 8eed･corn maggot (Hylemyz'a L･laLurzz

叩eigen)i9OneOfthemajorinsect-pestsdevouring

variouSkind90Ecrops,especialTykidneybean,王n

Hokkaido.IItproducesthreegenerationsperyear,

theadultsbeingappearedfrom thbcndofApril

totheendofJune,from themiddeofJuneto

theendoEJulyandfrom tllCC'ndofJulytothe

endofOctober.Thelarvaeoffirstgeneration

王nfestr-chicLlyontheseedsorseedlihgsofkidney
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bean/whitethoseoEthirdg.enemtioninfestthe

Sccd]王ngsoEwJ'nterwhcntSfrequcntTy.BLISCdon

theseasonalprevaTenceEndhabits0日hiSpestit

maybecontrol-edby(1)theregulatioムolr ing
period, cspccially ear7y sowing; (2)cove.ring

seedswith sdilimmediatelyafter_＼sowing; (3)
avoiding the use offish-cake, fresh compostI.

ornight･soil; (4)車 ovin.i injured seeds0r

Iseedl王ngs王nlearlydccasi.on;and(5)seedcoating
with insecticidesorscattelringinsecticides王nto

furrows.OEthem,seeldcoatingwitIldieldrin4%

dustoraldrin 4% dus.t･.?rscatteringaldrin4%

dustorB‖Cγ3% dustseem tobeeconomical一y

prosperouginpractice. 1

Rclat王On betweentheCultivating Pmctice80flticもPhtltatld thelnjllry CallSedhy

tllCIticeSteⅡlAhggot,ChloropsolツヱaeMATStJLltJR.▲･Daijir8ノOKANOTO (Entomo一ogical

Laboratory,ChQgokn NationalAgricultural･ExperimentStation,HimejJ', Hy8goPref.).
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7. 和の栽培条件 とイネカラバエ被害との内債 ､ 岡本大二郎 (凸林省 中国農業試飯場 苦虫研

兜蚤)31･10･25受理 J

尊敬 す る暴'Jlt忠卓二博士 のせ稀 祝'賀記念 t:して本稿 を冷泉 す る こ と'-は非 ､

常 なよ■ろ こびで, 先生の一層 の榊埴勝 を切 に榊 祈 りす る次第 で あ る.

イネカラバ工の放熱ま稲の栽培条件の芸によってかなりおも､むきを矧 こする. この事実を明確にす

ると共に, その原囚をも明らかにしようとして..巧授乳 苗代型式.描械払 移植期,栽植符皮,

碓概水温,施肥払 施肥はなどとの関係につき,

稲の栽培条件とイネカラバエ被臼とのBg尉 こついて,

従来研死せられたもめはあまり多くない.古くは山口

児阿武郡佐々地相虫会1.1)及び野沖原 ･木村5)が移榔弧

扮拭 15)が移桁糊及び肥料との関尉こついて,近くは湖

山3,1)が栽榊密度,移植期,稲田の素質,Ri拓哉胤

肥料3要素など,飯島 ･小坂 ･気田沢l)が肥料,坪野

･田村!).が移植期及び肥料,笹本13)が鉱搾施用との関

係について論じている. 私は1946年以降f:i根県赤名

に放て,イネカラバエに関する研究の一部として,こ

の間軌 こついても各種の試験を行ってきた.1952年以

来姫路に放ても引続き若干の試験を行った.それらの

新釈の一部或は概軌 ま数同に亘って公夫 6-12) したが.

ここに全休の約邪を取純めた.

米桝験退行に当F)御恩mなる御田村抑相接を添うし

た故旧iq啓瓜悶士,柑々御教'不を賜った河fI]黙博士,

1945印までの拭駅を出当せられ その後の試験遂行上

にも抑厚意を指せられた野川六穴術凪 発衣に当り御

杖脚を爪･1,た内四郎 W j:にm左の謝芯を袈する.T.'6

多大の助力を受けた亦名試験地元mElめ各凪 泌 こ当

約 10坪田に亘って田城試験を行った.

場安部肌裕技皆にも厚く御礼申上げる.1
】

＼ 挿種期及び移植期と被苔との関係

播種期及び移植期と邦2化糊被告との的係 (1941-

42): 良林10号を供してiW的した紙料ま郡1淡 の皿

りで,両年共播種期同一の糊合.移柑糊がわそいほど

Tab7el. Re]ÅtionofthedateoE50W'IngAnd

tranSplant王ng to the injury 王n thesecond
gencration(1941-42).

1941 JuDe 5. 80 6590 90150-

25二 - 155 175-

1942 Jungl 515 95 100100 7590110

Remarks:Numberofinjured earsper100
hillswaョShown.
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■

被むの多い偵向が示されている･又移植期同Tの場合,
持越糊との関係は.1941年にはおそいほど被告の如 ､

傾向がみられるが,1942斡こ-まはっきりした関係が現

れていない.

多払fJl種でみた移植期と被害との関旅 (1942-48):

多数晶切を中桁,普通括.晩楢の3区として栽培した.

招姐糊は耶2表に示したように,移植糊に応じて異に

した年と同一にした年とある.調査結果を簡単に整理∫
すると耶2衣のようになる.

邪 1化期絞告との開拓をみたのは 2カ年だけで,■

1953年にはちきりした関係が示されていないが,1952I

坤には晩拍ほど被害の少い幌向がみられる.

爪 211 怨-I

･第2化地殻勤ま概して移植期がおくれるほど大き'(I
なっている･そして早椴と普通甲とは大差Iないが･dLg-

通栂と晩始とはかなりの差.を示している.然し品班別

にみると必ずしもそうでなく,移植期遅延に伴う故巧

変化憤向と出棺期との開床は第3表の通りである.各

品種の出田期と第2化期被害との開拓は,それぞれの

品種の幼穏形成期とカラバエ喰入期とのずれに従って

山型を示すが11㌧ 同二品種の移植期を申そくすること

によって出帆切をおくらせた場合,早生品田では晩仙

ほど被害が多くなるが,晩生品種では晩拾ほど被a'の

准くなる幌向がみられる!このことは既に山口LE1,i附武

郡佐 並々村出会14)及び野搾原･木村57に■ようても指摘

Table.2. Relationbetweenthedateoftransplantingandinjuriesonmanyvarieties(1942-48).
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TLlb7C3. RchtionbetweenthedateoEhcAdingineachva'王ctytLndthetendencyoEchange
oEtheinjuryduetothedelayofthedaleOftransplAnt王ng(1942-18).

Remarks;Numberofvariet王eSWasShown.

されている.晩生品柾でも晩桁ほど被告の多い ものが

あるのは,晩桁tfど節2化成虫出現期の茄色が氾く,

そのため成虫釆純や産卵が多いことを後に記すが,そ

れが幼班形成期と喰入期のずれ以上に強く彫哲してい

るためと考えられる.
I

＼移植期と被告との関係 (1949): このLW係を更に椛

認すると共に.その理由をも明 らかにしようとして試

験を行った. 3品和を供 し,されぞれ5月25日植 (4

月14日持)･6月10日杷 (4月20日措)･6月25日

拙 く5月10日描)の3区とした. 各区の両矧 ま15坪

で,1区制とした.

被告発現過程の分析調査を行った結果は第 4表の通

TablC4. Proces56日heappearanceofiniuryineachtimeoftransplanting(1949).

(Firstgeneration)

(Secondgeneration)
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りである･この調査に於て,成虫釆坪数はて月下旬～

8月上佃短日年iru10時に各区で5回掬取り, その合

l計を示 した.超卵は1化糊6月上旬,2化期8月上旬

に,被iiEは1化糊7月中旬,2化期9月中旬に,何れ

も各区30株について調査した. 幼虫死亡率は1化苅

7月中仙 2化糊9月申触 与調査し.何れも被告茎50I
をとl).帆;22.生蛸,死焔,生幼虫及び死幼虫の存す

るものと何 も存しないものq)数を数え,調査茎数に対

する死幼山の存するものと何 も存しないものとの合計

' の比率を以て示した.嫡死亡率は1化期7月下旬,2

化ml9月巾何に,各区約30個体について調査した.

水稲生'(5'状況は, 移植後数回各区20株に?いて草丈.

芸弘 光数,茄也などを調査し,環境気象は,7月中

畑～9月.J=佃のFld]毎日6,10,14及び18時の4回,帯

封7% 相称 P位及び水面上の温度,湿皮泌 こ水温を観

測し7こ.

荊4滋にJ:れば.節1化期故苔は各品桓共早植ほど

多い.中仙はど描陸朋 も早いので,成虫出現期に苗が

′ 大きくなっていて成虫の東邦が多く,従って産卵 も多.

かったためと舵娯される.幼虫死亡率は移植湖との関

係が認められず,蜘死亡率は助植ほど多くなっている

がこの湖山はわか らない.

m 2化糊には各品種共成虫釆災数,産卵数,儲槌数

の何れも晩仙ほど多くJ苅 1化期の場合と反対である.

謎が大きい･城山米地政:･t対する卵 日数の比率は移植

Jgl:こJ:～JZが 題められず,産卵茎数に対する戯砧数の

比*, 即ちIL5班地山率は中主の良林24号は晩柏ほど

[描く,申晩生の出休10号及び出林22号は早紀ほど甫

い幌向がみられ,幼穏形成期と喰入期の一致が然らし

めていると思われる.然し蚊熟 こ差を生ぜ しめている

主な根醇は成虫来袋数にあるようである.節2化成虫

出現期には晩植はぎ草丈は小さく,茎数,菜数は少い

が,肥料を多く吸収して発色が温く;このような状態

の稲に成虫の釆錦が多いようである..成虫出現期の窃

墳気象は区間差が認められなかった.幼虫及び蛸の死

亡率 も区による差が見 られない･束北は2化地h'Pで,

本田に於ける成虫出現期が早いため,早拍ほど成虫出

現期の染色が出く,被告も多いと考えられるが,号i峡

規拭 15),湖山3･4)らの研兜 もこのことを示 している.

保温折衷苗代と被告との関係 (1950-51): 苗代に

於ける成虫栄城数及び産卵数を,L1951年に調査した結

果は第5表の如く,保温折衣苗代の方が苦しく多い.

それは苗がのぴていて草丈が大 きく,又柴数の多いこ

とが原因になつT=ようである.,普通苗代で も節5表に

示 した時期の後,苗がのぴてからは成虫来鵜も産卵も

かなり多くなってきた.ノ島根県申山間部の韮蚕地相で

は労力の関係で移植期を分散させるため,同一町村で

も苗代時期が区々で早いのは保温折表苗代の4月上旬

招から,おそいのは5月中旬拓に亘っている.それら

の地相の2カ所で1951年5月下旬産卵状況を卵査した

と.ころ,やはり早拓で生育の進んだ苗代はど産卵が多

かった.･各苗代の播種塁は一定だったので,弔文と恭

敬の硯と産卵茎率との関係を示すと邦1回の通 りであ

る･これらのことから考えると,軍吟地に比して平坦

部でカラバ工が少いのは･苗代の甲種がおそく節 1化
成虫出現期に苗が小さいことも,一因になっているよ

うである.多発地引Sで由甲播早椴は2化の語を少くす

Table5. Comparisonofnumberofadultsandeggs､intheoil･paper
coveredandtheordiT】arynurSery~bed(1951).
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TztbIe6. Com'parisonohheinjuryinlhcoil･p叩CrCOVCrCdnhdthe
ordinTLrynurserybed(195O-51).

1st 195b Norin-24 3 190. 290 215 ･9r/ 60 185 135
Norin-22 1g ,6畠 -205° 139 22 J20 140 78
Ou-188 3 1125 165 138 10 25 100 61

i951 Kinki-33 4 100 195 140ト 4 20 ･45 _31
Nqrin-22 .1.4 80 150 120 4 10 50 33

Kinki-33 3 30 70 48 26 30 140 ＼ 74

Norin-22 18 10 .115 38 22 -5 70 33

.Od-188 3 .10 30 23 10 25 70 52

1951 Kinki-33 4 40 60 49 JI 85 145. 110

Rdmarks:･Numbcrofinjuredsteゐsper100hillswasshown.
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Fig.1. Relat王Onbetweenthegrowthdegree
ofSeed]ingSand･theoviposition王nthefirst

gcncrat王on (1951).O Kamitsu･village,r;≡+
0.95日 .● Daitb-town,r;≡+0.91*井.◎㊨
nurscrybedcovcredwitho王]･papcr.

るが.平出都全体が申柘になれば,その地h'fのカラバ

ェを和すことになると思われる.

本田に放ける被抑こついては..1950-51年に多数

試験区で比校調茄したが,その紙料 ま那6=Ttの辺りで.

各品柾共作氾折茨TITlt:の場合に,ml化糊絞出.'ヱ多く

節2化期披EBは少くTJつている.

保温折茨前代の糊合1化の被arが多いのは.さきに

も述べた如く叩くから数多く柁卵され/乙からで.2化

の被告が少いのは.7n巾下iU耶2化ILq山川tLT糊の紫

色が野辺im℃に比べてあせているため,.城山米LFSや柁
卵が少いことによ.ちと考えられ畠.ilT!1:化糊と那2化

糊とは被riLlの現われ方が反対であるが,1化糊のttllが

収虫に及ぼす拝賀劉ま,大して関田にしなくてよいから.

西日本の3化地If-fで被害が飽和点に達しているところ

では,カラバ工の被告軽減上梓温折表苗代は非常にJ:

い方法と云える.現に晶析爪111関取 こ放ける作況折文

節代の普及は,カラバエ!.TIJ組附きiu:役ILっているよう

に思われる.㌔

招f･TjD]及び移机糊と舵凹との朋係 (1952-54,如ql't):

抑 対頂畑水mの出縄力Ln矧JrJ切に作って.水村の甲.

晩糊成柄が耶えられるようになったので,揃和JgJ及び

移柳川をHQTLにた糊合,カ･-/バ工の発生及び被告状況

が如何に舛'ちかを知ろうとした.なお.招櫛期及び移

机胴を矧 こすることにJ:つて,比較的披譜の少い姫路

に放ても,どれかIC.カラバエの班加 ,掛 ､かも知れず,

それを見EIIすことによってカラバエ耐出仕の検定にも

役立てようと考えた.

1952年 は早生朔日.中生朔日及び朔日の3品肌

1953丁-54年は環杯37号を供し. 3ヶ年兆1区市田は37
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､苗代3坪
,
本田12坪とした.′
11回に亘って4月1日

～8F]1日招越(最初の2回は保温折衷苗代),
5月

21日～9月1日に移植した.
調査は月2回行い.
苗代

及び木口の両方で;1,2
化期共成虫来錨数(各区10回

掬収)
,
超卵粒数(各区30株調査)及び被告敷く同前)

を調空己した
.
調査結果は第2及び3図の退りで
,
3カ

年jt:･相同-幌向を
示している.
同一播種或は移植期の

もので,
同一胡目につき数回の調査を行っているが,
図には放多期のもののみを示した.

第 22 巻一｣Ⅰ
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m1化糊城山は5月中旬～6月上旬苗代で産卵する

が
,
抑次数も越卵数も節2図の如く早招ほど多い･
早

掴ほどげJ-の生育程度が進んでいるからである.
然し同

じく耶2【司に示した苗代に対する節2化期の産卵をみ
ると
,
6月26日招即ち成虫出現期の約1カ月前に発

芽したものiこ投も多く,
その前後に距るに従って少く

なってわt),
ある程度以上生育の進んだ取こは産卵が

むしろ娘少してくる･第
1ノ旧g]q)場合早描ほど産卵が

多いから,
移植後本田で現われる戯袋も符3図の如く

中桁ほど多い.
な払虫に差があるばかりでなく,
成

虫雫3Ji及び産卵の時期は晩播ほど,
叉傷発出現時期は

晩椴ほどおくれる憤向が認められた.
別の調査による

38
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Fig.3. Re一ationofthedateoftransplanting
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C･ hjury in the 2ndgeneratron･-?
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と,員林20号,持回など早生品種を早期栽培した場

令,幼稚形成期が早まり第1化の幼虫喰入糊と一致し

て,窮 1化期の披雷が戯槻となって現われること右観l
察した.

第2化糊成虫は7月中旬⊥8月上旬に現われる.柄

'体数が少なかったので,掬収数と移植期との関【刻まは

っきりしなかったが,産卵数は第3図の如く,.6月21

El樺に投も多くその前後に距るに挙って少い･これは

成虫来班数に比例していると考えられ 移植後約1カ

月を経た稲が成虫を最も多く誘引するもののようであ

ち.同じく第3図に示しI:如く傷班も6月21EI粒に攻
も多く,その前後は少くな'?ている.従来耶2化糊の

カラバ工は晩枯ほど被告が多いと考えられていたが:.

それは或る限られた範囲内でのことで.或る袖Eflをこ

えて柾稲な晩杷となれば,被害はむしろへることが示

された.伴野 ･田村2)も北陸で,■移植糊が早晩何れに

幌いても被害が少くなることを認めている.
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要するに1化JWは発芽後,2化糊は移拙技約1カ月

を経た時期が成山川別糊と合致したものに被uが多い.

そして 1化川の均分火掛 こは中級ほど多くなIrJ.

苗代栖積量及び本田栽植密度と被事との関係

TJ7代招印爪と被告との関係 (1940-43)こ 措辞ilnを

矧 こして,苗代に於ける5寸平方産卵教を調査した&tl'

痢 ま耶7.宏の通りで,拓揮免が多いと産卵数の多い憤

r向が認められるr.
(

なれ 1940-41年には招何1,mを異にしナ油 を,本田

に移械して第2化糊被告を調査したが,区による差は

Table7.Relationbetweentheso-wingquantity

ofs,eedgandlnumberofeggsinthenur苧ery
b占d(1943).

申 琴 準-I

溜められなかった.

木m井守机fEI兜とWLI''との関係 (1947-48): 1947坤
に1坪株五七を55,65及び75株.1株m軟を 1,2及

び3本とし関羽･を糾合せて9区を.設けて.試験した. 2

品f･TtをiJもして,4月15口拓印し,紹卵Jn披糊がJの5F ]

23日に移机した. 各区の両肌は約10岬. 1区制とし

た.7月12日各区20株について那1化7m披111朋rEを

行った.その紙某は耶8衣の皿 りで.1坪株数が多い

ほど又 1株苗軟が多いほどト即ち坪当m数が多いほど

一定両駅当りの被告が多かった.然し間者の関係は耶

4図のように田線的で,一定前数当りの披告は怖々一

定と見放される.

1948年には1株苗数を 1,2,3,4及び5本の5和

とし,環林10号及び環林22号の2品種を供し.その

他の方法は前年に準じて試験したところ,やはり前年

と同様のFl向が示された.

両年共耶2化糊の較告調査も行ったが.節2化Jg7校

-Tiでは区による詔が全く認められなかった.他の祝粥

に̀放ては1坪株数の多いほど,又 1株訴欺の多いほど,

邦2化糊被告は少い幌向を認めたが.これらの均分そ

うならなかった.

1枚茄数と披講との関係.(1949): この関係を躍認

Table8. Relationbetweenthedensityofplantingandthe王njury
inthefirstgeneration(1947).

39
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F王g.4･.Relation between the density.of
plantingandtheinjury王nthefirstgeneration
(1947).r--+0.89-.0由 orinl22,● Kinl'i-33.

すJ.Jと-jt:･に,瓜田をも明らかにしようItして試験を行

った.1株-皿故を矧 こして 1,3及び7本椴の3区と

した.2品和を供し,4月15日揮1弘 産卵前の5月

25日移糾した.各区の面机は10坪,1､区制とした.

勧出発Ili過程の分析調弘 水稲生育状況調査,及び環

IjY,((淡DTu州は,移桁朋と被告との関係試験と同様の

第 22 巻-I

方法で行った 但し1化朋の成虫釆錨数は5月下旬～

6月中旬に調査,環癖気象の観測は5月下旬～9月上

旬の間に行った.

I-被害発現過程の分析調査結果は節9衣の通りで,節

1化期には成虫来集数,産卵数,儲茄茎数の何れも,/

1株苗数の多いほど多いことがはっきり示されている.

1株苗数の多いものはど成虫出現湖の茎数及び雅致が

多かったので,そめような状態の稲に成虫釆邦が多く,

成虫来柴数に差のあることが,その後の被告に差を生

ずるも●とにな?たよう●である･成虫釆錦数に対する逃
卵数の比率や,産卵茎数に対する似非茎数の比率即ち

儲染抽出率は, 1株苗数の多いほど低い傾向がみられ

るが,それでも産卵数や戯茄数は多いのである.幼山

及び煩の死亡率は何れも11株苗数の多いほど苗いよう

.であるが,その原因は明らかでない.環境気象は区に

よる差が認められなかった.この試験では産卵fi'dtこ田

植したが,別の観察によれば産卵後田粒の勘合でも.

密な場合はど苗代からもたらされる卵が多くなるから∫

被譜も多くなる. ､

＼節2化朋には成虫米銀数,産卵数,儲柑数の何れも,

井1化期と反対に1株id一致の少いほど多いが,この場

合も成虫釆班数の差がその後の被野に差を生ずるもと

にな?ているようである二節2化城虫出現期にも1株

苗数の多いほど茎数及び茄で数が多かったが,これは成

虫来鰍 こ関係していない.炎色は1探訪数が少いほど

Table9. ProcessoEtheappearanceoHnjuryineachnumberofseed一ingsperhill(1949)･

＼ (Firstgeneration)

Norin.10 1 ･_1 80 80 57 ~60 1d5 52 - 73 8 250 31 197 p173 88 . ~56 0
7 28 697 25. -′483. .263 'L.61 ーr64 : ■■9

Noーin-22 1 l p 53 53 40 63 158 . 66イ .03 13 210 18 173 77 45 ･66 6

(Secondgeneration)

Norin-10 1 : 8 ･1237J 155. '793 1 260 . 33 16 15

Norin-22 1 8 i693 37 .＼547 67■ _12 .24. 17･3-. 4 十437~. ､109 377 63 17 ･33 : 17
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が成山の米mIを多からしめたと考えられる. 1株Tl7軟

の多いものにそれ1.Jけ多くの肥料を施せば.このJ:う

T.i-zT:はfJ:じなかったと.Qlわれる.1947-48LT:の.試験で

雛'JEのZが みられなかったのは.成山川現川に区によ

る茄也の丑が殆どTIくなっていたためのようである..

城山米班数に対する産卵数の比率,超卵基数tと対する

LL脚 数の比率,幼虫死亡率及び痢死亡率は区による詔
が認められない.環境気象も芸が認められなかった.

ifJ)山4)によれば穴北では栽植密度の密な場合はど被

n'が多く.3化地相 こ於ける節1化期被告と同様のql

向が示されている.煎北では移植朋と成虫出現期との

問隅が,3化地守Efの節2化期の場合より短いためと考

えられる.

前の机え方と被告との関係 (1948): 近親33号を

供して,4月19Elに招印し.5月20日に4柴田を搾

椛と拭机の2.稀として移桁した.I100株当り被告茎数

をみると,荊1化期は探約0,践机10,節2化期は搾

椎30,拭約25で,離2化糊には差がないが,節1化

糊にははっきり差が出ている.搾約のため水面に出た

部分がft弱で,1株偶数が少いのと同じ状債になって

いたため,詑卵が少なかったことによると思われる.

澄渡水温と被客との関係

多数晶和でみた敵概水温と郡2化澗被告との関係

(1941-42): 同一場所で韓通区と冷水区に分けて栽

培し,郡2化糊被告を調査した結果は節10衣 の通り

節22 巷-1 ､

で.概して冷水の均分に竜王rL'が多い.外し払耶朋llに

冷水の胡合のhnfI'変化幌向とLI個 別との関係をみると.

郡11式 の皿りで.すべての晶柵で冷水の似合に被告
が多くなるとは限らない.杓水でL11柑Jmがわくれた場

合..中生の瓜田では被苔が多くなるが晩生の.Vl印では

被告が少くなる傾向があり.ききにWLlした移約7gJ避妊

q)場合と全く同様な結果が示された. -

執旺水配と第 2化期彼等との関係 .(1951･): この関

係を確認し,その原因を明らかにしようとして試験を

行った.場内で比較的近接していて,水温の斑も高い

田と最も低い田を選び, 各区の面矧 ま約30項とした.

それぞれに3品確を供し,4月13日招モ軌 6月7日移

横した. l

ー 移柄期と被告との関係試痕の方法に準じて.第2化

和枝告発現週間の分析調査を行った結果は第 12表 の

辺りで.成出来蛸及び産卵は低温田に多い幌向がみら

れるが,被告では芸が 認められなくなってしまった.

幼虫及び邦申死亡率でも差は認められなかった.環境

気象は両区にフ～ス寂高最低寒暖計を設田して,移刑
後何日年前10時に1回, 草丈中位気温及び水温を観

測したところ.全期間を通じて,著しくはないが多少

の差が認められた.水稲生育状況は各品種共何れの項

目に放ても.特に区間の差が認められなかったが,低

氾田の方が多少は生育がおくれ,･薬包にも差を生じた

と考えられ そのことが成虫の栄典及び産卵の差2)原

因になったと.lbわれる.

TablelO. RelationbetweenthetemperatureoHrrigatcdwaterandinjuriesJotmany
varietiesintileSecondgeneration(1941-42).

Tablell. Relationbetweenthedateofheadi叩 incttchvnrietyandthetendencyoEchange
oftheinjurydu'etothefallofthetemperatureoHrr王gationwztter(1941-42).

Remark9:Numberofvarietieswasshown.
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Table12. ProcessOftheappearanceofinjuredcarsineachtemperature
/ ofirrigatedwater(1951).

LーVarictyT̀ami)erature ･.Nb■.'of一No.̀of.Ratio. Nojlof No._of●' d.Ratioof■● d MortalityMortalily

-1ーrlgalPn.r ･ ySWeeplngperhilts 0adults per10O.hitls. p.er100hil一s tofdl慧…lLs･.tarVae PuPae'

Norin- Warm ､ 10 415. 4畠､ ー370 ..65 18 - 52:: 17

･字4. .._Cool ･10 ■桓5l 63.. 496 I50 31 52 .0
I.Norih. 二■Warr血.. ･/9ゝ ■ 380_ ... 42 ･3年5.. 一.~一一lr....ll..llll..･.･.･.-125 35■ ･'3 8 . '■4■

｡10 . Cooレ .Li2 .765 I:64.. ■580 110. 19 36 -15

肥料と被害との関係

施肥Llqとm2化糊被告とのBg旅 (1941,46及び51):

1941年に16品班を少肥 (5割滅),'普通肥,多肥(5割

糊).の3区として栽培し,第 2化糊被告を調査したが,

施肥_1請との仙 こは関係がみられなかった.出柾糊は施

肥Ltが多いほど多少おくれる煩向があるので,.移枇糊

やi班放水幻の似合にみたような関係を吟味したところ.

多地で川柑糊がおくれた勘合,やはり早生の品種では

枇'L'が多くなり,晩生の品種では被告が少くなる傾向

がボされナこ.

I1946咋4月1日描私 5月14日移植し,●第2化W]

被lTL'の3'Jffを行?た結果は苅13末 の通りで,多肥ほ

ど故凹の多い幌向が示されている!

Tablc13. Rclation between theamollntOf

EcrtilizcrS and the injury in.the second I
gcncralion(1946).

.1951時に耐山性検定試験の二部を田城の都合により

I.m代跡で行った.30品班を供し..2区制として,4月-

13日矧 弧 6月 13日移仙した.･ 苗代跡のため7月頃

になると.招床であった部分は肥料不足のため頚色が

うすくなったが,群であった部分は濃くて顕著な抗模

様を呈した.出柾後にそれぞれの部分で被告調査を行

った結果は第 14表 の如く,多肥部の被態の多いこと

が示された .

3要式と節2化期被告との関係 (1941-51): 1941,_

12.&ぴ 46年に蜘 巴料,餌窒素,細蜂軌 ∴部軸口里及び

完全の5区で,第 2化糊妓苔の調査を行ったところ,

各年共区による差は認められなかつでこ. 又1649-51

鯛 ､
ノ

Table14. Comparisonoftheinjuredearsin
theplotcontainingmuchandlittlefcrtilizcrs
(1951).

AfTr?iTlPzterOsfIinvTs?igaotfi｡n
No.ofinjuredears

per100hills

Min.-1Max.lAver.

R emarks:i- 5.548 n-59 Prtt>tol<0.001
J

年にはE%林10号を供し, 4月10日播柾,6月5口移

粒して要菜別施肥虫試験 を行った.即 ち撚耶肥は棚

肥300日,硫安3fi,週隣敢石灰5fⅠ,硫恕加B]･.21'l

とし,分虫を異にした肥料の他はすべてだ紳JItを鮎川

し,硫安,退解放石灰及び硫惣加盟を夫々 1,2,3,

4及び5Hとして15区を設けた. この試験でm2化

和被告を調査した結果も.3カ年兆区fl"ほ が認められ

なかった. .

然し扮践 16)は知和巴料,餌窒素,加商 9,1剛 IE!.完

全及び多肥?6区で試験し,完全に比し多肥,知蹄醸

及び細加畢jま被告が多く,無肥料及び無宅矧 ま被;Lzの

少い憤向のあることを認めている.湖山4)は窒斉;は多

いほど被ffuiが増し,鋳髄は関係なく,加Blは多いほど

被害を減ずる協向があると云 う.

禄肥施用塁と邦2化糊披苔との関係 (1941): 紫31

英の反当施用虫を只にし7こ場合の第2化igJ被a'を調空己
したところ,400質の場合100株当り戯柑数120,700

軍P場合 195,1000只の場合 240となり,施肥出の

多いほど被告が多くなっている.

.施肥法と第2化瑚被告とCPBg拓 (1941,43及び50):

.L1943年に施肥法と耶2イー卿 披告との閃旅を試験したと

ころ,100株当り以班数は義憤施肥r40,仝Id施肥 70,

全虫喜郎巴､15,柑肥分地45となり.衷Jd卿 巴よりは企

;屑施肥,全塁劉 巴よりは蛤肥分地の方が故ju71が多くな

っている.
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1941LT牝 aq･肥と氾肥の'hJ合,及び氾肥の回教を印々

矧 こして,耶2化脚枇lLtの 湘充を行った糾Lf!は耶 15

式の皿りで.班して追肥の制令が多いほど.又分地回

教が多いほどizrLTIの多い傾向が示されている.

Tablc15. Rclation between themethodoE

fertilizerapplication and the injuryinthe
secondgeneration(1941).

Remarks:Numberofinjuredearsper.100.
hillswasshown.

1950年には4月11日描弧 6月 13日移放して,全

丑韮肥,20日間陥3回分弧 10日間嗣6rE!1分地の3

区を設けた;節2化糊被告を調査した船脚 ま節16衣

の如く.全員基肥区より分地区の被告が多く,3回分

地区と6回分地区との問には差がみられない.

Table16. Relation between themethod of

′fertilizerapplication and theinjury in the
secondgeneration(1950).

Mothodof
application

No.ofinjuredears
per100hil一s

Norin･22 1 Kinki-33

A一lbasal

Divided3times

Divided6times

施肥虫及び施肥法と第2化糊被告との関係 (1950-

51) 従来の各郁試験に於て.肥料を充分吸収して苛

々した状闇の稲に成虫の来只が多く,産卵も多く被告

も多いことが示されており,肥料と被告とは関係が搾

いらしいので, このTB実を田に確認するため試験を行

った.

1950年には全丑)A;肥とし,タ.q!肥.普通肥 (堆肥300

rI･硫安3rI･過燐酸石灰5rI･硫吸加盟2rI)及び

多肥 (各肥羊1兆符皿肥の倍爪)の3区を設けた.良林

10や,'E3林L22巧の2品和をIltL,4月13日描符.6

1月5日移糾し,1区約 10坪,3i蜘 ll乱塊法和.uqとし

た.枇γE発fL樋 FZの分析朋三仏 水稲iiTf状況調査及び

環Jrl'Rt染枇洲は,描IL筏水W.且と被tLJ71との脚係粥験に準じ

て行った.

故EB発11樋 田の分析胴衣紙恥 こよると.調査項目の

那 22 怨-I

すべてに於て区にJ:るZ王が.認められなかった.水村Lji

TJ<状況朋ilif.fil把は.JJiTjlml.Jを池じ肥事1の多い区はど

T;(文が大きく.訪L'(及び茄故は多くはっきりした'Z三が

認められた.然し茄也に放ては全虫 )占肥としで施した

ため.拓前後Tt11もない昭)Wだけはいくらか芸があった

が.その後何れの昭胴に放ても差が認められなかった.

節2化成虫山現川:･こ生Tf状況は只っていたが,茶色の

立がなかったため.成出来u!,超卵,被告などに丑を

生じなかったものと考えられる.群tjE気象も区による

差が認められなかった.

I1950年のように全量笛肥としたのでは,7月の耶2

化成虫出現糊の実包に芸を生ぜず,被-1LJYの差も現れな

かったので,1951年には施肥矧 ま前年同様とし, 舵

肥のみは全虫11-肥としたが,金肥は次のように分地し

た.

その他の方法はすべて前年同様とした.この場合の

調査結果も前年と全く同様で.串丈,基数,英数など

生育状況は肥料の多いものほど大であったが,その他

はすべて差が認められなかった.

肥料と節2化糊把巧との関係に於ては,被矧 こ丑を

生じた場合もあらが,差が認められなかった場合も多

い.要するに耶2化成山出現期に稲が肥料を多く吸収

し,紫色が的くTlっておれば被告が多くなるが,肥料

を多く抽してもその時Jglの茄色堪殿くなければ被詔は

多くならないようである.飯島 ･小坂 ･気斑沢】)及び

T;!野 ･田村2)によれば.多肥の場合産卵数及び拐村数

を増すが,それは茎数の増加と密接な関係があると云

っており,中国では節2化)UJには郡の刀的な彫哲が大

きいが,北陸では移机lUlと成山川現JFlのm閑が小田よ

り短いためか,m的Tl彫哲が大きいようである.

抵 抗

1) 以上記述したところを密約すると耶17:T(のよ

うになる. これは西日本の3化地相 こ放ける切合で,

2化地才ほでは現攻的にかなt)叫もむきを只にする.

2) このようになる退群を氾死したところ,枇Tfの

多少は践卵の多少に.それは又成山楽tliの多少に山来

しており,成山楽fL引こ対する排卵の比恥 純卵に対す

る被告の比率,幼山死亡呼,荊死亡畔などは的ど関係

がない.

3) 更に成虫がどのようなところに多く錨るかを検

討した結果,第 11t:Jg]には稲の生育状倍が関係深くt,
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Tabl占17.′Relationbetweenthect]1t王Vatingpracticesofriceplantandtheinjurycausedby
ricestem maggot.

Cultivatingpractices

Dateofsowing

Typeofnurserybed

Sowingquantity

1st generation

Early>ta一e

Ordinary<Oil-papeI
covered

Much>Little

2ndgeneration

Early<Late

Ordinary>OilIpaper
covered

Much…亡Little

NurSery
bed.I

Paddy
lield

Dateoftransplanting

Teannstiitnygi::::;慧 .iPnegr,3ie3,m:ill

DepthoftransplantingI,

Temperatureofirrigatedwater

Amountoffertiliヱerapph'Cation

AmountofgreerLmanureapplication

Methodoffertilizerapplica叫 ‡

Early>hte1
Many>Few

Many>Few

Deep<Shitlow

Early<Late

Many<Few

Many<Few

Deep-SIlallow

WarmくCooI

Much>(or--)Little.

Much>Little

Alllayers>Surfacesoil

Allbasal>Divided

dJ;故や茄故が多く,串丈が大きく,繁った状旗のもの

に,̂Jf2化糊には稲の栄養状態が開床深くて,肥料を

多く吸収 し,茄色の氾いものに多く縄っている.第1

化Ip】は爪的,邦2相 抑ま質的であるが,∫1化糊は質の

乱 2化川は虫の差が少いためで.虫と質とのLliCこ比

例しているものと思われる.要するに青々した状態の

村に多くmほ が,苛々と声っても色そのもーのが原因と

は以われず,このような状態の稲から発する何かに城

山が.TJ紺 されるものと考えられる.成る栽培法を行っ

た似合のカラ'バエの被掛 ま,その場合,成虫出現期の

榊の状怨がどうなるかを考えることにより推定がつく.

4) 耶1化糊と茄2化洞とは被告の現われ万が反対

で.別に行った被告解析結果によると,昂11化期の被

h'が収Liに及ぼす彫蟹はあまり田超にしなくてよい.

従って防除対鰐としては第2化期の被告が少 くなって,

然 も稲のEn収上支障を来さない方法が望ましい.即ち

保rLl折uJ11'J一代を採用し早柾すること,冷水対節を講ず

TJこと.7Jjgi窒素過多の状態にしないよう肥料の施

川紙に出血すること等は,t西日本の高冷地に放ける本

山の奴-JlJ柾は上有効な手段である.但し披講が飽和点

に越 していないところで早描甲位などが行われると,

lR机の妃Iiiを与えて,その柚子削こ放ける本山の密度を

祁め7Jおそれがある.
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R6畠um6

1) Thepresentpaperdealslwilhtheresultsof

王nvestigat王onontherelationbetweenthecultivating

practicesofriceplaptandth占injurycausedby

thericestemmaggotinthezone,wheregeneration

repeatesthree-times.Thesearesummarizedin

Table17.

2) Inevery､case･thenumberofinjuredstcmS

isderivedfrom thenumberOfeggsland the

numberbfeggsisoriginatedinthenumberof

adults which swa.rm,aboutriceplm ts. The
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InJurylSnotCOrrelatedwiththeratioofnumber
●●

oEeggsto thatofadults,thcーrati00日njured

StemstO eggs,ZInd themortalityoflarvaeand

pupae･

3) In thefirstgeneration,adultspreferably

swam Aboutthericeplantswhicharetalland

thicklygrownwithmanystemsandleaves.Ⅰnthe

secondgenerLlt王on,theypreferthericeplants

whichwereabundantlyfertilizedandweredeeply

tintcdinleaf.color･Therefore,degr.eeofthe

injuryinacertainculttユremethodmaybeestimatedr

by thecondition bfriceplantsinthetimeof

爪 22怨-ド

emergenceoftilisl'nscct.

'4) Thereappearsthecontmryinjuryinthe

firstandthesecond generation, aTldtheinjury

inthefirstgcncrationhaslittleinnucncconthe

yield･IThcrcfore,theculture mcthod9 Which

decreasetheinjury王nthesecondgencrationare

iecommcndedfo主controllingthisinsect.But,

inthezoneOflessinjury,iftheculturemethods

whichincreasetheinjuryinthefirstgeneration

arecarried out,the-injurycausedbythelarvae

ofsecondgeneration intheneightx)uringp'addy/
fieldseemstoberaised.

OntheDevelopmentatldMor一alityorOyerwintcrJ'ngLaryaCOfthtlniceStem Mag.,Trot,

ChloroPsoryzaeM T̂SUMUllA.zItTakJIdaProvince.EcologicalStudiesontheOccurrenceof

theRiceStem Maggot.Ⅰ. Ichitaro TAMUR人, Tosikaz'u IlVAT̂ and Ken･王chiK【stl川 O/
(HokuJikuNationa一Agr王culturalExperimentStation,T｡kada,Ni王gataP,cf.)Receiveddct.

26,1956.Boblu･Kaga払 ､22,45-51,1957,(withEnglishreSum卓,50).

8. 高田地方におけるイネカラバ工法冬世代の 動態について イネカラバエの発生に関する生～
態学的研究 郡 1和 田村市太郎 ･岩田授一 ･瀬野男-(凸杯省 北陸n某試鹸脇)31..10.26受理

謹 ん で 森 川 忠 曹 博 士 の 奇 瑞 を 観 官 し奉 る.

越冬世代のイネカラバニ幼虫は冬発くなるま.でに若干成島するが, 大部分は1令のま 越ゝ冬に入る̀.

その間の死亡率は非常に低い.春雪がとけて気温が上昇すると,幼虫は朽び急速に発育を再関する

が. その間死亡率は漸次苗まる.雪脚 ナの遅い印は発育再開時期も巡れ,節1化期成虫の羽化も遅 ･

れるが,雪とけから一成山羽化までの期間は雪とけの遅れる程粒くなる.

点近までの数年間,イネカラバエの発毛は全国広和

田にわたって増大してきたが,その原因のひとつとし

て冬温暖な年が続いたことも挙げられていたようであ

ち.木虫はスズメノチッ.itウ.女ヵポその他のホモノ

料雑革の芸円で幼虫頂で越冬し.晩春から初文にかけ

て節1化糊の成虫が羽化して出るので.あるから'その

越冬期間中における気象環境の変動が,節 目と期成虫

の発生虫に開拓するのではないか,という疑問も当然

生れてくることであろう.しかしこの種の問血:･tくわ

しく触れた報告はないようである.

関田地方は本山の3化地相 こ同するが.この地方で

は12月下佃giから2-3ケ月の関はいわゆる根雪期間

で,イネカラバ工のiLJ主材(物はfTiJl下にうずもれている.

従って木山の越冬l別宅の生協は'1ほれ潤 院には論じえ

られないであろうし,また机'i')抑LTrJのない表日本との

柳刃もこの瓜であろう.

杉山1)は悶mTrlの北陸出馳こおいて. 昭和21年か

ら25年にわたる5年間の朋Zffl料にもとづいて. イ

ネカラバエに.tろ紙ワほ 越冬JU]i-TIJ巾のf･T(々の気象因子

れによれば耶1化糊の披告と冬期の気配や研雪Jt耶Ⅵと

は相閑 係々がなく,最高刑雪見や根雪終了日との相関

もあまり緊密ではなかった.但し雪の多い年には耶1
化問の按冒紬,'少いという多少の傾向もみられたようで

あった.

次に.北陸員試叩 )では昭和27年秋より翌LT:楓 及

び29年秋より翌年辞までの2札 イネカラバエの越

冬期間中,随時,自生のスズメノチッポウにおける被

臼玉や山体長の推移を調べている.その純米の一部は

田村ら6)によっても叩IBされているが.幼山はMIヒ故

拭かに発TjL.山体技をm大させたま 発ゝTfを伶止し.

3月中旬giから体長は.{iL速に脚大した.杉LLJl)_の結果

で,節 1化期偽薬茎数との問に有意な相関係数のえら

れたのは, 3月及び4月の平均最低気温,及び 4月の

平均気温であった. このことは上にみた3月中旬頃以

降の幼虫の発育再開後における気象因子が,第 1化期

の発生変動を交配する要因の′1つであることを意味す

るものであろう.

た .ゞ杉山が相関係数の井出に基礎をおいた昭和

21-25年は昭和30年前後にくらペて雪の多い期間で
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